
(土)

28 -1st- 19
18 -2nd- 15
12 -3rd- 13
4 -4th- 8

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 8 0 3 2 1 7 4 4 3 1 0 0 0 3 1

5 1 0 0 1 1 1 0 5 ＊ 12 1 4 1 0 2 3

6 ＊ 12 0 5 2 1 5 8 6 0 0 0 0 2 3 1

7 ＊ 3 0 1 1 2 1 3 7 ＊ 14 1 4 3 1 4 0

8 ＊ 15 5 0 0 2 2 1 8 0 0 0 0 2 5 0

9 ＊ 16 0 8 0 2 4 2 9 7 0 3 1 1 1 0

10 0 0 0 0 1 3 1 10 ＊ 2 0 1 0 4 0 1

11 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 5 1 1 0 2 1 1 12 ＊ 5 0 2 1 4 8 2

13 - - - - - - - 13 4 0 2 0 0 2 0

14 2 0 1 0 1 2 2 14 ＊ 8 2 1 0 3 8 0

0 0

62 6 19 6 13 26 22 55 5 17 6 17 36 8

OT1 OT2 OT1 OT2

18:17 19:14 35:01 － － － － 08:43 15:03 28:03 37:42 39:28 － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　１回戦、長崎対埼玉。両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。長崎は多彩な攻撃と正確なシュートで得点を重ねる。埼玉
は＃５のドライブを起点にシュートチャンスを作るが、序盤のミスが響き、１Q２８－１９と長崎リード。２Q、長崎は２－２－１ゾーンプレ
ス、埼玉はオールコートマンツーマンにディフェンスを変え、お互い激しいディフェンスで得点を許さない。しかし、要所で長崎＃８が
３Pを決め、４６－３４と長崎がリードを広げ前半終了。
　後半に入り、スクリーンをきっかけに攻撃の糸口を作る長崎が、＃４や＃９の攻守にわたる活躍を見せる。埼玉はドライブやカットイ
ンプレーで応戦するも、点差は縮まらない。４Q、疲れの見える長崎に対し、埼玉は選手を次々とコートに送り込み、スピーディーなバ
スケットを展開。逆に長崎は時間をかけ、じっくりと攻め、一進一退の攻防が続く。ファウルがたまった長崎に対し、埼玉＃１２、＃１４
が積極的にゴールに向かい、追い上げるも、逆転には至らず、長崎が６２－５５で勝利した。
安定した試合運びをした長崎の勝利であったが、最後まで諦めず、コート上で必死に声を出して戦いぬいた埼玉の健闘も称えた
い。

記載責任者 福井　恵梨 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 岩本　清 Coach 祐木　毅

岡　隆輔 藤原　勇介(C)

今宮　翔太 駒水　豪

山田　悠太 白川　鉄兵

中嶋　将貴 熊　吉

岩村　宗一郎 佐藤　基一

チャールトン　ジュン 森田　康文

庄司　亮介 金城　慎悟

TEAM A 長崎 TEAM B

酒井　祐典 蓮見　直樹

近藤　紘光 柴田　寿浩

中ノ瀬　潤 河本　裕一

埼玉

選手名 選手名

根岸　豪(C) 樋渡　大樹

● Team B

62 55

Team A ○

長崎 埼玉

2012年9月29日 主審：

開始時間： 11:45 副審：

成年男子1回戦

青木　俊博

森元　隆之

開催場所： 県立斐太高等学校体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 29F2

試合区分：

開催期日：
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長崎 埼玉 
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